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ハードディスク ドライブの容量について

Microsoft® Windows® オペレーティング シ
ステムがプリインストールされた HP およ

び Compaq コンピューターのハードディス

ク ドライブ領域は、製品仕様書、説明書、

または箱に記載されているサイズよりも小

さく表示されることがあります。ハード

ディスク ドライブの製造販売元による記載

および広告では、10 進法（ベース 10）で容

量を表記しています。Microsoft Windows
および FDISK などのその他のプログラムで

は、2 進法（2 を基数とする進法）を使用し

ています。

10 進法では、1 MB は 100 万バイト、1 GB
は 10 億バイトになります。2 進法では、1
MB は 104 万 8576 バイト、1 GB は 10 億

7374 万 1824 バイトになります。計算方法

が異なるため、Microsoft Windows で表示さ

れるサイズと広告に記載されているサイズ

が異なる場合があります。ハードディスク

ドライブの保存容量は、広告に記載されて

いるとおりです。

Microsoft Windows の[エクスプローラー]
ツールやコンピューターのウィンドウで値

が少なめに表示される理由は、ハードディ

スク ドライブ上にある 1 つのパーティショ

ンの情報のみが表示されるためです。パー

ティションには、システム リカバリ情報が

含まれているものなど複数のパーティショ

ンがあります。

4 GB のメモリ構成のシステムに関する注

意

32 ビットのオペレーティング システムを

実行するコンピューターでは、システム リ
ソースの要件により、3 GB を超えるすべて

のメモリを使用できない場合があります。

この制限は、HP および Compaq のシステム

に限定されるものではありません。3 GB
を超えるメモリはシステム リソースに使用

されます。

メモリ合計の確認

システム BIOS には、搭載されている 4 GB
全体が表示されます。

1. コンピューターの電源を入れます。

2. [F10] を押します。BIOS のメニューが表

示されます。搭載されているメモリの合計

容量を確認してください。

http://www.microsoft.co.jp/
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1 コンピューターの保護

お使いのコンピューターには、不正なアクセスからシステムおよびデータを守るための機能が搭載さ
れています。以下の説明を参照して、各機能を適切に使用してください。

コンピューターのセキュリティ機能

コンピューターへの脅威 コンピューターの機能

コンピューターまたはユーザー アカ

ウントの不正な使用

ユーザー パスワード

パスワードは、コンピューターの情報を保護するためにユーザーが指定する文字列です

セットアップ ユーティリティ、BIOS
設定、およびその他のシステム識別

情報への不正なアクセス

管理者パスワード

コンピューター ウィルス ウィルス対策ソフトウェア

コンピューターにプリインストールされている無料の試用版ウィルス対策ソフトウェアを使用す

ると、既知のウィルスを検出および駆除でき、多くの場合はウィルスの被害にあった箇所を修復で

きます。試用期間を過ぎた後も新しいウィルスから保護するには、延長アップデート サービスを

購入します

データへの不正なアクセスおよびコ

ンピューターに対して続く脅威

ファイアウォール ソフトウェア

● Windows® には、ファイアウォール ソフトウェアが含まれています

● コンピューターにプリインストールされているウィルス対策ソフトウェアにも、ファイア

ウォール ソフトウェアが含まれています

Windows の重要なセキュリティ アップデート

Microsoft® では、継続的に Windows オペレーティング システムをアップデートしています
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2 トラブルシューティング

モニターやプリンターなどの周辺機器に固有の問題については、製品の製造販売元が提供する説明書
を参照してください。以下の表に、コンピューターの設置、起動、または使用時に発生する可能性が
ある問題および考えられる解決策を示します。

トラブルシューティングのオプションについて詳しくは、コンピューターに付属の『コンピューター
の準備』ガイドを参照するか、http://www.hp.com/jp/contact/ にアクセスして、お使いのコンピュー

ターのモデルを検索してください。

コンピューターが起動しない

トラブル 解決方法

ハードディスク ドラ

イブのエラーメッ

セージが表示される

コンピューターを再起動します

1. キーボードの [Ctrl] キー、[Alt] キー、および [Delete] キーを同時に押します

2. 画面の右下隅にある[電源]アイコンを選択し、[再起動]を選択します

または、電源ボタンを 5 秒以上押したままにしてコンピューターの電源を切ってから、電源ボタンを押して

コンピューターを再起動します

3. Windows が起動する場合は、すべての重要データを直ちにバックアップ ハードディスク ドライブにバック

アップします

4. Windows を起動できたかどうかを HP のサポート窓口に連絡します

ハードディスク ドライブまたはシステム ボードの交換が必要な場合があります

コンピューターの電

源が入らない、また

は起動しない

コンピューターを外部電源に接続しているケーブルが、正しく差し込まれていることを確認します。コンピュー

ターを外部電源に接続しているケーブルが正しく差し込まれていて、電源コンセントが機能している場合、コン

ピューター背面にある電源装置のランプが緑色に点灯します。ランプが点灯しない場合は、HP のサポート窓口に

お問い合わせください

ディスプレイ（モニター）に何も表示されない場合は、モニターが正しく接続されていない可能性があります。モ

ニター コネクタをコンピューターに接続してしっかりと差し込み、電源を入れます。3 ページのディスプレイ

（モニター）を参照してください

電源コンセントに別の電気装置を接続して、コンセントが正しく機能しているかテストします
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トラブル 解決方法

コンピューターが

ロックされ応答して

いないように見える

Windows の [タスク マネージャー] で応答していないすべてのプログラムを閉じるか、またはコンピューターを再

起動します

1. キーボードの [Ctrl] キー、[Alt] キー、および [Delete] キーを同時に押します

2. [タスク マネージャー] を選択します

3. 応答していないプログラムを選択して [タスクの終了] をクリックします

プログラムを終了しても解決しない場合は、以下の手順でコンピューターを再起動します

1. キーボードの [Ctrl] キー、[Alt] キー、および [Delete] キーを同時に押します

2. 画面の右下隅にある[電源]アイコンを選択し、[再起動]を選択します

または、電源ボタンを 5 秒以上押したままにしてコンピューターの電源を切ってから、電源ボタンを押して

コンピューターを再起動します

無効なシステム ディ

スク、非システム

ディスク、または

ディスク エラーに関

するメッセージが表

示される

ドライブの動作が停止したら、ディスクを取り出し、キーボードのスペースキーを押します。これで、コンピュー

ターが起動します

電源

トラブル 解決方法

電源ボタンを押して

もコンピューターの

電源が切れない

コンピューターの電源が切れるまで、電源ボタンを押したままにします。電源設定を確認します

コンピューターが自

動的にシャットダウ

ンする

● コンピューターが過熱している可能性があります。室温と同じくらいになるまでコンピューターを冷却しま

す

● コンピューターの通気が遮られておらず、内部ファンが動作していることを確認します。14 ページの埃、

汚れ、熱からのコンピューターの保護を参照してください（コンピューターによっては、内部ファンがない

場合もあります）

ディスプレイ（モニター）

トラブル 解決方法

画面に何も表示されず、

モニターの電源ランプが

点灯しない

モニター背面にある電源プラグと電源コンセントを接続しなおします

モニターの[電源] ボタンを押します

電源 3



トラブル 解決方法

画面に何も表示されない キーボードのスペースキーを押すか、マウスを動かして、画面が再度表示されるようにします

[スリープ] ボタン（一部のモデルのみ）またはキーボードの Esc キーを押して、スリープ モードから復帰し

ます

電源ボタンを押し、コンピューターの電源を入れます

モニターのビデオ コネクタに曲がっているピンがないかどうかをチェックします

● 曲がっているピンがある場合は、モニター コネクタ ケーブルを交換します

● 曲がっているピンがない場合は、モニター コネクタ ケーブルをコンピューターに接続しなおします

画面上の画像が大きすぎ

る/小さすぎる、またはぼ

やけている

Windows でモニターの解像度設定を調整します

1. デスクトップ画面上で何もない場所を右クリックして、[画面の解像度] クリックします

2. ドロップダウン メニューから解像度を選択します

3. [適用] → [変更を維持する] の順にクリックします

注記： ここに示されている情報の他に、お使いのモニターに付属の説明書も参照してください

キーボードおよびマウス（有線）

トラブル 解決方法

キーボードのコマンドお

よび入力操作がコン

ピューターに認識されな

い

マウスを使用してコンピューターの電源を切り、キーボードのケーブルをコンピューターの背面から抜き、接

続しなおしてから、コンピューターを起動しなおします

有線マウスが動作しな

い、または検出されない

マウス ケーブルをコンピューターから抜き、接続しなおします

それでもマウスが検出されない場合は、コンピューターの電源を切り、マウス ケーブルを抜き、接続しなお

してから、コンピューターを起動しなおします

テンキーの矢印キーを使

用してカーソルを移動で

きない

キーボードの [Num Lock] キーを押して Num Lock ランプを消灯させ、テンキーの矢印キーが使用できるよう

にします

カーソルがマウスの動き

に反応しない

キーボードを使用して、開いているすべてのプログラムの変更を保存し、コンピューターを再起動します

1. [Alt] キーと [Tab] キーを同時に押し、開いているプログラムに移動します

2. [Ctrl] キーと [S] キーを同時に押し、選択されているプログラムで行った変更を保存します（ほとんど（す

べてではありません）のプログラムで、[Ctrl] ＋ [S] キーは、保存を行うためのキーボード ショートカッ

トです）

3. 開いているすべてのプログラムで、手順 1 ～ 2 を繰り返して変更を保存します

4. 開いているすべてのプログラムで変更を保存したら、[電源] ボタンを押してコンピューターの電源を切

ります

5. シャットダウンが完了したら、マウスコネクタをコンピューターの背面から抜き、接続しなおしてから、

コンピューターを起動しなおします

4 第 2 章   トラブルシューティング



キーボードおよびマウス（無線）

トラブル 解決方法

無線キーボードやマウス

が動作しない、または検

出されない

● 無線キーボードまたは無線マウスをレシーバーの受信範囲内で使用していることを確認します。受信範

囲は、通常の使用時は約 10 m、初回セットアップ時または再同期時は 30 cm 以内です

● マウスがサスペンド モードに入っていないことを確認します。サスペンド モードは、20 分間操作が行

われないと実行されます。マウスを再度有効にするには、マウスの左ボタンをクリックします

● キーボードおよびマウスの電池を交換します

● 以下の手順を使用して、キーボードおよびマウスとレシーバーとを再同期します

以下の図に示されているレシーバー、無線キーボード、および無線マウスは一例であり、お使いのモデルに

よって異なる場合があります。重要：以下の手順では、無線キーボードおよび無線マウスは、レシーバーと同

じ高さで、レシーバーから 30 cm 以内で、他のデバイスから干渉を受けない位置に配置します

1. コンピューターの USB ポートからレシーバーを抜いて、接続しなおします。お使いのモデルのコン

ピューターによっては、レシーバー専用のコネクタがある場合があります。可能な場合は、コンピュー

ター前面の USB ポートを使用します

2. マウスの底面で、電源スイッチ（A）がオンになっていることを確認し、Connect（接続）ボタン（B）
を、レシーバーのランプが点灯するまで、または点滅しなくなるまで、5 ～ 10 秒程度押したままにしま

す。レシーバーの接続セッションは 60 秒でタイムアウトします。接続が確立されており、レシーバーが

タイムアウトしていないことを確認するには、マウスを動かして画面上での反応を見ます

3. マウスの接続が確立された後、キーボードの接続も確立する場合は、以下の手順に進みます

4. キーボードの裏面の Connect ボタンを、レシーバーのランプが点灯するまで、または点滅しなくなるま

で、5 ～ 10 秒程度押したままにします

スピーカーおよびサウンド

トラブル 解決方法

音量が異常に小さい、ま

たは十分でない

スピーカーがコンピューター背面のライン出力コネクタ（黄緑色）に接続されていることを確認します（マル

チチャンネル スピーカーの場合は、追加のオーディオ コネクタが使用されています）。電源供給機能のないス

ピーカー（電池や専用の電源コードなど専用の電源がないスピーカー）を使用すると十分な音量が出ません。

電源供給機能のないスピーカーを、電源供給機能付きのスピーカーに交換します

キーボードおよびマウス（無線） 5



トラブル 解決方法

音が出ない 1. スタート画面でチャームを表示し、検索から「コントロール パネル」と入力して、[コントロール パネ

ル]→[システムとセキュリティ]の順に選択します

2. [アクション センター]で[コンピューターの一般的な問題のトラブルシューティング]→[オーディオ再生

のトラブルシューティング]]の順に選択します

グラフィックス カードの HDMI（High-Definition Multimedia Interface）コネクタ（一部のモデルのみ）を使用

してモニターをコンピューターに接続する場合、コンピューターの初回セットアップ時にサウンドを聴くに

は、アナログ スピーカーもコンピューターのオーディオ ライン出力コネクタに接続する必要があります。ア

ナログ スピーカーの接続方法については、『コンピューターの準備』を参照してください

モニターの内蔵スピーカーを使用している場合は、モニターのフロントパネルの音量ボタンを使用して音量を

調節します。フロントパネルのボタンを使用してオンスクリーン ディスプレイ（OSD）メニューを表示し、

オーディオが有効になっていることと、音量が適切に設定されていることを確認します

外部電源が必要なスピーカーを使用する場合、電源コネクタとスピーカー、スピーカーとコンピューター本体

をそれぞれ接続し、スピーカーの電源が ON になっているのを確認します

コンピューターの電源を切り、スピーカーのケーブルを抜いて、接続しなおします。スピーカーがライン入力

コネクタやヘッドフォン コネクタではなく、オーディオ コネクタに接続されていることを確認します

スリープ モードから復帰させるには、[スリープ] ボタン（一部のモデルのみ）を押すか、Esc キーを押します

ヘッドフォンがコンピューター（またはスピーカー システム）に接続されている場合は、取り外します

インターネット アクセス

トラブル 解決方法

インターネット プログラ

ムが自動的に起動しない

ご利用のインターネット サービス プロバイダー（ISP）にログインしてから、必要なプログラムを起動して

みます

インターネットに接続で

きない

1. スタート画面でチャームを表示し、検索から「コントロール パネル」と入力して、[コントロール パネ

ル]を選択します

2. [ネットワークとインターネット] 領域で、[インターネットに接続します] を選択します

ご利用のインターネット接続の種類に適したケーブルを使用していることを確認します。お使いのコン

ピューターには、イーサネット ネットワーク アダプター（ネットワーク インターフェイス カードまたは NIC
とも呼ばれます）が搭載されている場合があります。モデムは標準の電話回線を使用しますが、ネットワーク

アダプターはネットワーク ケーブルを使用してローカル エリア ネットワーク（LAN）に接続されます。電話

回線をネットワーク アダプターに接続しないでください。また、ネットワーク ケーブルを電話線に接続しな

いでください。接続するとネットワーク アダプターが損傷する場合があります

無線ネットワークの接続ウィザードを実行します

1. スタート画面でチャームを表示し、検索から「コントロール パネル」と入力して、[コントロール パネ

ル]→[ネットワークとインターネット]→[ネットワークと共有センター]の順に選択します

2. [ネットワークと共有センター] ウィンドウで、[新しい接続またはネットワークのセットアップ] を選択し

てウィザードを開き、画面の説明に沿って操作します

お使いのシステムにアンテナが外付けされている場合は、アンテナを動かしてみます。アンテナが内蔵されて

いる場合は、コンピューター本体を動かしてみます

後でもう一度接続してみるか、またはご利用のインターネット サービス プロバイダー（ISP）に問い合わせ

ます
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ソフトウェアのトラブルシューティング

トラブル 解決方法

ソフトウェアの問題

を修復するには、以

下の方法を試してみ

ます

● コンピューターの電源を完全に切り、もう一度入れます。これが最も簡単（かつ、多くの場合に最適な）方

法です。

● ドライバーを更新します（下の「デバイス ドライバーの更新」を参照してください）

● Microsoft の[システムの復元] ソフトウェア プログラムとハードウェア ドライバーのインストールを使用し

ます（このページの「Microsoft の[システムの復元]」を参照してください）。コンピューターを、ソフトウェ

アがインストールされる前に使用していた構成に復元します

● ソフトウェア プログラムまたはハードウェア ドライバーを再インストールします（次のページの「ソフト

ウェア プログラムおよびハードウェア ドライバーの再インストール」を参照してください）。ソフトウェア

（製品に付属している場合）またはハードウェア ドライバーを出荷時設定に戻します

● システム リカバリ（9 ページの「システムリカバリ」を参照してください）を実行します。ハードディスク

ドライブの内容を消去して再フォーマットし、オペレーティング システム、プログラム、およびドライバー

を再インストールします。この操作を行うと、作成していたすべてのデータ ファイルが消去されます

デバイス ドライバー

の更新

ドライバーを更新するには、また、新しいドライバーで問題が解決されない場合にドライバーの以前のバージョン

に戻すには、以下の操作を行います。

1. スタート画面でチャームを表示し、検索から「デバイス マネージャー」と入力して、[デバイス マネー

ジャー]を選択します

2. 矢印を選択して、更新または元に戻すデバイスを展開します（たとえば、[DVD/CD-ROM ドライブ] など）

3. 目的の項目をダブルクリックします（たとえば、[HP DVD Writer 640b] など）。

4. [ドライバー] タブを選択します

5. ドライバーを更新する場合は、[ドライバーの更新] を選択し、画面の説明に沿って操作します

または、ドライバーを以前のバージョンに戻す場合は、[ドライバーを元に戻す] を選択し、画面の説明に沿っ

て操作します

Microsoft の[システ

ムの復元]
コンピューターにインストールしたソフトウェアが原因と思われる問題が発生した場合、[システムの復元]を使用

してコンピューターを以前の復元ポイントに戻します。復元ポイントは手動で設定することもできます

注記： システム リカバリ プログラムを使用する前に、必ず[システムの復元] を実行してください。

一部の機能は、Microsoft Windows が付属していないシステムでは使用できない場合があります。

システムの復元の開始や復元ポイントの追加を手動で行うには、以下の操作を行います

1. 開いているすべてのプログラムを閉じます。

2. スタート画面でチャームを表示し、検索から「コントロール パネル」と入力して、[コントロール パネル]を
選択します

3. [システムとセキュリティ] → [システム] → [システムの保護] の順に選択します

4. [システムのプロパティ] 画面の [システムの保護] タブを選択します

5. 画面の説明に沿って操作します
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トラブル 解決方法

ソフトウェア プログ

ラムおよびハード

ウェア ドライバーの

再インストール

工場出荷時にインストールされたソフトウェア プログラムまたはハードウェア ドライバーのどれかが破損した場

合は、[リカバリ マネージャ]プログラムを使用して再インストールできます（一部のモデルのみ）

注記： コンピューターに付属の CD または DVD からインストールしたソフトウェア プログラムを再インストー

ルする場合は、[リカバリ マネージャ]プログラムを使用しないでください。これらのプログラムは CD または DVD
から直接再インストールしてください

プログラムをアンインストールする前に、再インストールが可能であることを確認してください。もともとインス

トールした場所（ディスクやインターネットなど）で現在も利用できることを確認します。または、対象のプログ

ラムが、[リカバリ マネージャ]から再インストールできるプログラムの一覧に含まれていることを確認します

注記： 一部の機能は、Microsoft Windows が付属していないシステムでは使用できない場合があります。

[リカバリ マネージャ]でインストール可能なプログラムの一覧を確認する、またはプログラムを再インストールす

るには、以下の操作を行います

1. スタート画面でチャームを表示し、検索から「リカバリ」と入力して、[リカバリ マネージャ]を選択します。

プログラムを続行する許可を求めるメッセージが表示されたら、[はい]をクリックして許可します

2. ソフトウェア プログラムまたはハードウェア ドライバーの再インストールを選択します。プログラムの一

覧が表示されます。該当するプログラムがあるか確認します

プログラムをアンインストールするには、以下の操作を行います。

1. すべてのソフトウェア プログラムおよびフォルダーを閉じます。

2. スタート画面でチャームを表示し、検索から「コントロール パネル」と入力して、[コントロール パネル]を
選択します

3. [プログラム]の下にある[プログラムのアンインストール]を選択します

4. 削除するプログラムを選択し、[アンインストール] を選択します
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3 システムリカバリ

システムリカバリでは、ハードディスク ドライブの内容（作成したデータ ファイルを含む）を完全
に消去して再フォーマットし、オペレーティング システム、プログラム、およびドライバーを再イン
ストールします。ただし、工場出荷時にコンピューターにインストールされていないソフトウェア
は、手動で再インストールする必要があります。これには、コンピューターに付属のメディアからイ
ンストールしたソフトウェア、およびコンピューター購入後にインストールしたソフトウェアが含ま
れます。

注記： システム リカバリ プログラムを使用する前に、必ず[システムの復元] を実行します。

7 ページのソフトウェアのトラブルシューティングの「Microsoft の[システムの復元]」を参照してく

ださい。

一部の機能は、Microsoft Windows が付属していないシステムでは使用できない場合があります。

システムリカバリの方法の選択
システム リカバリの実行方法を以下から選択する必要があります。

● リカバリ イメージを使用する：ハードディスク ドライブに保存されているリカバリ イメージか
らシステム リカバリを実行します。リカバリ イメージとは、工場出荷時に最初から搭載されて
いたソフトウェアのコピーが含まれているファイルのことです。リカバリ イメージからシステ
ム リカバリを実行する方法については、9 ページの Windows のスタート画面からのシステム

リカバリの開始を参照してください。

注記： リカバリイメージは、データ保存に使用できないハードディスク ドライブ領域を使用し
ます。

● リカバリ メディアを使用する：ハードディスク ドライブに保存されているファイルから作成し
たリカバリ メディア、または別売のリカバリ メディアから、システム リカバリを実行します。
リカバリ メディアを作成する方法については、12 ページのリカバリ メディアの作成を参照し

てください。

システム リカバリのオプション
システム リカバリは以下の順序で実行する必要があります。

1. ハードディスク ドライブを使用して Windows のスタート画面から実行します。

2. ハードディスク ドライブを使用して、システムの起動中にキーボードの F11 を押して実行しま

す。

3. 作成したリカバリ メディアから実行します

4. HP のサポート窓口で購入したリカバリディスクから実行します。リカバリディスクの購入につ

いては、http://www.hp.com/jp/contact/ を参照してください。

Windows のスタート画面からのシステム リカバリの開始

注意： システム リカバリ オプションによって、作成またはインストールしたすべてのデータまた
はプログラムが削除されます。重要なデータはリムーバブル ディスクまたは USB フラッシュ ドラ

イブにバックアップしておいてください
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コンピューターが動作し、Windows が応答している場合は、以下の操作を行ってシステム リカバリ

を実行します。

1. コンピューターの電源を切ります。

2. モニター、キーボード、およびマウス以外に接続されている周辺機器（USB 接続機器、プリン

ターなど）を、コンピューターからすべて取り外します。

3. コンピューターの電源を入れます。

4. スタート画面でチャームを表示し、検索から「リカバリ」と入力して、[リカバリ マネージャ]を
選択します。プログラムを続行する許可を求めるメッセージが表示されたら、[はい]をクリック
して許可します。

5. システム リカバリを選択します。

6. 画面の説明に沿って操作します。

注記： リカバリ パーティションが検出されなかった場合は、リカバリ メディアを挿入するよ
う求められます。ディスクまたは USB フラッシュ ドライブを挿入し、[はい]→[次へ]の順にク

リックします。コンピューターが再起動したら、リカバリ ディスクまたはリカバリ USB フラッ

シュ ドライブから[リカバリ マネージャ]を実行します。ディスクを使用している場合は、次のシ

ステム リカバリ ディスクを挿入するよう求めるメッセージが表示されたら、次のディスクと入
れ替えます。

7. リカバリが完了したら、コンピューターの電源を切り、すべての周辺機器を接続しなおして、コ
ンピューターの電源を入れます。

システム起動中のシステム リカバリの開始

注意： システム リカバリ オプションによって、作成またはインストールしたすべてのデータまた
はプログラムが削除されます。重要なデータはリムーバブル ディスクまたは USB フラッシュ ドラ

イブにバックアップしておいてください

コンピューターが動作していても Windows が応答していない場合は、以下の操作を行ってシステム

リカバリを実行します。

1. コンピューターの電源を切ります。必要であれば、コンピューターの電源が切れるまで電源ボタ
ンを押したままにします。

2. モニター、キーボード、およびマウス以外に接続されている周辺機器（USB 接続機器、プリン

ターなど）を、コンピューターからすべて取り外します。

3. 電源ボタンを押し、コンピューターの電源を入れます。

4. 起動中に HP Invent のロゴが表示されたら、[ファイルをロードしています] というメッセージが

表示されるまで、キーボードの [F11] を繰り返し押します。

5. システム リカバリを選択します。

6. 画面の説明に沿って操作します。

7. リカバリが完了したら、コンピューターの電源を切り、すべての周辺機器を接続しなおして、コ
ンピューターの電源を入れます。

リカバリ メディアからのシステム リカバリの開始

注意： システム リカバリ オプションによって、作成またはインストールしたすべてのデータまた
はプログラムが削除されます。重要なデータはリムーバブル ディスクまたは USB フラッシュ ドラ

イブにバックアップしておいてください
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リカバリ メディアの作成については、12 ページのリカバリ メディアの作成を参照してください。

リカバリ メディアを使用してシステム リカバリを実行するには、以下の操作を行います。

1. コンピューターが動作する場合は、残しておきたいすべてのデータ ファイルを DVD または USB
フラッシュ ドライブにバックアップし、ドライブトレイからバックアップメディアを取り出しま
す

2. リカバリ DVD を使用する場合は、『リカバリディスク #1』を DVD ドライブトレイに挿入し、ト

レイを閉じます。リカバリ USB フラッシュ ドライブを使用する場合は、USB フラッシュ ドラ

イブを USB ポートに挿入します

3. コンピューターが機能している場合は、スタート画面で、カーソルを画面の右下隅に移動して
チャームのツールバーを表示し、[設定] → [電源] アイコン→ [シャットダウン] の順に選択します。

または、コンピューターが応答しない場合は、コンピューターの電源が切れるまで、約 5 秒間電

源ボタンを押したままにします。

4. モニター、キーボード、およびマウス以外に接続されている周辺機器（USB 接続機器、プリン

ターなど）を、コンピューターからすべて取り外します。

5. 電源ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。リカバリ DVD を使用している場合は、

[リカバリ マネージャ]が自動的に実行されます。その場合は手順 7 に進みます。

6. USB フラッシュ ドライブからシステムリカバリを実行する場合は、[Esc] キーを押したままコン

ピューターの電源を入れて、起動メニューを表示します。矢印キーを使用して USB デバイスを

選択し、[Enter] キーを押して USB デバイスから起動します

7. システムリカバリをメディアとハードディスク ドライブのどちらから行うかを選択するウィン
ドウが表示された場合は、メディアを選択し、[次へ] をクリックします

8. [購入時の状態にコンピューターを復元]を選択します。

9. 画面の説明に沿って操作します。

リカバリ メディア
リカバリ メディアは、空の DVD ディスクまたは USB フラッシュ ドライブのどちらか一方で作成で

きます（両方で作成することはできません）。リカバリ メディアは、ハードディスク ドライブに格納
されているリカバリイメージから作成します。このイメージには、工場出荷時にコンピューターにイ
ンストールされていたオペレーティング システムおよびソフトウェア プログラムのファイルが含ま
れています。お使いのコンピューターで作成できるリカバリ メディアは 1 セットのみです。また、作

成したメディアはそのコンピューターのみで使用できます。安全な場所に保管してください。

注記： 一部の機能は、Microsoft Windows が付属していないシステムでは使用できない場合があり

ます。

リカバリ メディアの選択

● リカバリディスクを作成するには、コンピューターに DVD 書き込みドライブが搭載されている

必要があります。また、高品質の空の DVD+R ディスクまたは DVD-R ディスクのみを使用する

必要があります。
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注記： CD、DVD+RW、DVD-RW、DVD+RW DL、DVD-RW DL、DVD+R DL、Blu-ray、また

は DVD-R DL ディスクは、リカバリディスクの作成に使用できません。

● リカバリディスクを作成する場合は、必ず高品質のディスクを使用してリカバリディスクセット
を作成してください。ディスクに問題がある場合にはそのディスクを使用できませんが、これは
異常ではありません。新しいディスクを挿入して再度試すように要求するメッセージが表示さ
れます

● リカバリディスクに使用されるディスクの数は、お使いのモデルのコンピューターによって異な
ります（通常は 1 ～ 3 枚です）。リカバリディスク作成プログラムの画面上に、必要な空のディ

スクの数が示されます

● 代わりに、高品質の空の USB フラッシュ ドライブを使用して、リカバリ USB フラッシュ ドラ

イブを作成することもできます。USB フラッシュ ドライブを使用する場合は、すべてのデータ

を保存するために必要なドライブ容量が示されます

注記：  リカバリ メディアを作成する作業は、メディアに書き込まれた情報が正しいかどうかを確
認するために、ある程度の時間がかかります。作業はいつでも中止できます。次にプログラムを実行
するときは、中止した場所から再開されます

リカバリ メディアの作成

リカバリディスクを作成するには、以下の操作を行います。

1. 開いているすべてのプログラムを閉じます。

2. スタート画面でチャームを表示し、検索から「リカバリ」と入力して、[リカバリ マネージャ]を
選択します。プログラムを続行する許可を求めるメッセージが表示されたら、[はい]をクリック
して許可します。

3. [リカバリ メディア作成] → [ブランクの DVD を使用してリカバリ メディアを作成] → [次へ] の
順に選択します。

4. 画面の説明に沿って操作します。作成したリカバリディスクにはラベル（リカバリ 1、リカバリ

2 など）を付けます

リカバリ USB フラッシュ ドライブを作成するには、以下の操作を行います

1. 開いているすべてのプログラムを閉じます

2. USB フラッシュ ドライブをコンピューターの USB ポートに挿入します

3. スタート画面でチャームを表示し、検索から「リカバリ」と入力して、[リカバリ マネージャ]を
選択します。プログラムを続行する許可を求めるメッセージが表示されたら、[はい]をクリック
して許可します。

4. [リカバリ メディア作成] → [USB フラッシュ ドライブを使用してリカバリ メディアを作成] →
[次へ] の順に選択します。
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5. メディアの一覧から USB フラッシュ ドライブを選択します。リカバリドライブを作成するた

めに必要な容量が示されます。USB フラッシュ ドライブに十分な容量がない場合、そのドライ

ブは画面で選択できなくなります。[次へ]をクリックします

注記： フラッシュ ドライブがフォーマットされ、保存されているファイルがすべて削除されま
す

6. 画面の説明に沿って操作します。USB フラッシュ ドライブにラベルを付けて、安全な場所に保

管してください

注記： リカバリ メディアの作成に SD カード、メモリー スティックなどのメディア カードは

使用しないでください。メディア カードからシステムを起動できず、システムリカバリを実行で
きない可能性があります

リカバリ メディア 13



4 メンテナンス

単純なメンテナンスを実行し、コンピューターが最高のパフォーマンスで動作するようにすることが
重要です。

スケジュールおよびタスク

メンテナンスを適切に行うには、推奨される間隔で以下の作業を実行してください。

毎週 ソフトウェアのクリーン

アップ

[ディスク クリーンアップ]、または他社製の安全なクリーニング ツールを使用し

て、システムの動作を低下させる原因となる、蓄積された不要なファイルや一時

ファイルを削除します。また、不要になったプログラムを確認して、それらをア

ンインストールします

デフラグおよび最適化 Windows のツールを使用してハードディスク ドライブのデフラグおよび最適化

を実行することで、ハードディスクを最適な状態に保ち、システムパフォーマン

スを向上させます。この作業を頻繁に実行しても、システムに害を与えることは

ありません

ウィルス スキャン 完全なウィルス スキャンを毎週実行することによって、知らないうちに入り込む

可能性があるウィルスをキャッチできます。ほとんどのウィルス対策製品には、

これを自動的に追跡するスケジュール機能があります

毎月 ハードウェアのクリーン

アップ

コンピューターの内部および外部をすべてクリーニングします

ソフトウェアの更新 [Windows Update] を使用して、オペレーティング システムのバグを修正し、パ

フォーマンスを向上させます。また、ハードウェアのドライバー更新プログラム、

および使用しているプログラムの新しいバージョンの確認も行います

Windows Update [Windows Update] を毎月実行してアップデートをインストールします

毎年 システムリカバリ コンピューターの使用方法にもよりますが、システムは、いつかは故障する可能

性があります。システムリカバリプログラムを使用して、インストールされてい

た Windows オペレーティング システムをいったん完全に消去し、初めてシステ

ムを起動したときの元の構成に復元することができます。システムリカバリを実

行する前に、重要なデータ ファイルをバックアップします。詳しくは、9 ページの

「システムリカバリ」を参照してください

必要に応じて データのバックアップ お使いのコンピューターにインストールされている CD または DVD 作成ソフト

ウェアを使用して、個人用ファイル、電子メールメッセージ、および Web サイト

のお気に入りなどの重要な情報のバックアップ ディスクを作成（書き込み）でき

ます。また、データを外部ハードディスク ドライブに移動することもできます

埃、汚れ、熱からのコンピューターの保護
お使いのコンピューター システムを埃、汚れ、および熱から守ることで、より長く使用できます。
埃、ペットの毛やその他のごみが積もることで、部品が過熱したり、キーボードやマウスの動きが滑
らかでなく効率が悪くなったりします。埃やごみが付いていないかどうか、システムを 1 か月に 1 回

確認し、3 か月に 1 回程度クリーニングしてください。クリーニングの詳細な手順について詳しくは、

http://www.hp.com/jp/contact/ を参照してください。
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コンピューターおよびモニターのクリーニング
以下の手順に従って、コンピューターおよびモニターのクリーニングを行います

1. コンピューターおよびモニターを電源から切り離します

2. モニターの表面をクリーニングするには、乾いた清潔な布を使用します。モニター画面には水分
を付けないでください。よりしっかりとクリーニングする場合は、静電気防止効果のあるスク
リーン クリーナーを清潔な布に付けて使用します

3. 乾いた清潔な布で、コンピューターの表面およびモニターの表面の埃を取り除きます

注記： コンピューターまたはモニターの表面に付いたシールの粘着剤や液体を拭き取るには、
イソプロピル（消毒用）アルコールを毛羽立ちのない布に付けて使用します

コンピューターの通気孔のクリーニング
通気孔によってコンピューターが冷却されます。電池式の小型掃除機で通気孔をクリーニングして
ください（電池式の掃除機を使用することで、感電を防止できます）

1. コンピューター表面の通気孔に掃除機をかけます

2. コンピューターのコネクタ（USB ポート、イーサネットコネクタなど）の内部および周囲に付

着したごみを取り除きます

キーボードおよびマウスのクリーニング
キーボードのキーをクリーニングする場合は、キーや内部のバネが外れないようにするため、電池式
の掃除機を「弱」の設定で使用してください

1. キーボードのキーの隙間および縁に掃除機をかけます

2. 乾いた清潔な布にイソプロピル（消毒用）アルコールを付けて、キーボードのキーおよびその周
囲をクリーニングします

3. 柔らかい布などでマウスの本体およびコードを拭きます

ローラーボール付きのマウスを使用している場合は、中のボールとローラーをクリーニングします

1. マウス底面を上にし、ボールカバーリングを反時計回りに回転してリンクを取り外し、ローラー
ボールを取り出します

2. ローラーボールは石けんと温水でゆすぎます

3. マウスの中にあるローラーは、イソプロピル（消毒用）アルコールで軽く湿らせた綿棒でクリー
ニングします

4. ローラーボールとローラーが完全に乾いたら、ボールを元に戻してボールカバーリングを取り付
けます

タッチスクリーンのクリーニング（一部のモデルのみ）
注意： クリーナーを直接画面に吹きかけないでください。クリーナーは布に吹きかけ、その布で
タッチスクリーンの側面および表面を拭きます。

タッチスクリーンの側面または表面を拭くときに研磨剤や布ヤスリを使用しないでください。タッ
チスクリーンが損傷するおそれがあります。

以下の手順に従って、タッチスクリーンのクリーニングを行います

コンピューターおよびモニターのクリーニング 15



1. コンピューターの電源を切ります。スタート画面で、カーソルを画面の右下隅に移動してチャー
ムのツールバーを表示し、[設定] を選択します。[電源] アイコンを選択し、[シャットダウン] を
選択します。

2. 電源コードを壁面のコンセントから抜きます

3. 少量のガラス用中性クリーナーを柔らかい布に吹きかけて、タッチスクリーンを清掃します

4. タッチスクリーンの表面および左右の側面を拭いて、画面のタッチ認識率を下げる可能性がある
汚れ、指紋、その他のごみなどを取り除きます

16 第 4 章   メンテナンス


	コンピューターの保護
	コンピューターのセキュリティ機能

	トラブルシューティング
	コンピューターが起動しない
	電源
	ディスプレイ（モニター）
	キーボードおよびマウス（有線）
	キーボードおよびマウス（無線）
	スピーカーおよびサウンド
	インターネット アクセス
	ソフトウェアのトラブルシューティング

	システムリカバリ
	システムリカバリの方法の選択
	システム リカバリのオプション
	Windowsのスタート画面からのシステム リカバリの開始
	システム起動中のシステム リカバリの開始
	リカバリ メディアからのシステム リカバリの開始

	リカバリ メディア
	リカバリ メディアの選択
	リカバリ メディアの作成


	メンテナンス
	スケジュールおよびタスク
	埃、汚れ、熱からのコンピューターの保護
	コンピューターおよびモニターのクリーニング
	コンピューターの通気孔のクリーニング
	キーボードおよびマウスのクリーニング
	タッチスクリーンのクリーニング（一部のモデルのみ）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Courier
    /Courier-Bold
    /Courier-BoldOblique
    /Courier-Oblique
    /Helvetica
    /Helvetica-Bold
    /Helvetica-BoldOblique
    /Helvetica-Oblique
    /Symbol
    /Times-Bold
    /Times-BoldItalic
    /Times-Italic
    /Times-Roman
    /ZapfDingbats
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33333
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /ENU (FOR Acrobat 9 HPIE Screen Optimized PDF compatible with Sceenshots under 225 dpi)
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


